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移住連の活動と
コロナ禍の取組み

NPO法人 移住者と連帯する全国ネットワーク（移住連） 副代表理事

国士舘大学文学部 教授

鈴木 江理子

移住者と連帯する全国ネットワーク
（移住連）の始まり

高度経済成長から1990年にかけ、国際結婚や労働
力として多くの移民／外国人が来日

 労災や賃金未払いなど、さまざまな問題が発生

 移民／外国人の直面する課題解決を目指す活動が、
各地に誕生

1997年に

「移住労働者連帯する全国ネットワーク」が結成

2015年に

NPO法人化し「移住者と連帯する全国ネットワーク」
へ名称を変更
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移住連のミッション

移民・外国にルーツを持つ人びとの

権利と尊厳が保障され

誰もが安心して

自分らしく生きられる社会の実現
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30年余り変わらぬ政府方針と
課題の広がり

 日本に暮らす移民／外国人は372万人を超え、
すでに私たち社会の一員となっている。

 一方、定住化の促進に伴い課題の裾野も広がる。

◦ 外国にルーツのある子ども・若者の進学・進路

◦ 国際結婚などをきっかけとする移住女性の困難

◦ ローテーション方式の「使い捨て」労働者

◦ 移住者の高齢化

 しかし、いまだ管理が中心で、共に生きる社会
に向けた基本法や差別禁止法は制定されていな
い。
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移住者と連帯する全国ネットワーク
（移住連）の役割

 全国の支援団体、支援者と繋がる

問題を取りまとめ、課題ごとに政府や
行政機関と交渉

制度や運用の見直し、意識の変革

移住連の活動：３つの柱
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つくる
Advocacy

 省庁交渉

 ロビイング

 政策提言・アドボカシー
活動

つながる
Networking

 サブネットワーク
• 外国人技能実習生権利ネットワーク
• 入管法対策会議
• 女性プロジェクト
• 医療・福祉・社会保障プロジェクト
• 外国につながる子ども・若者プロ

ジェクト
• 貧困対策プロジェクト etc.

 全国フォーラム・全国
ワークショップ

 アジア国際NGOネット
ワーク

個人会員 500人／団体会員 105 団体
(2020年10月末現在）
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つたえる
Publicity

 情報誌『Mネット』

 FacebookやTwitter

 メディア取材協力

 講演・講習会

コロナ禍と
移民／外国人

雇用への打撃
生活困窮、時に住居の喪失

学ぶことの困難
休校要請下の子ども（教科学習、日本語）
学生支援緊急給付金（留学生、朝鮮大学校

の学生）

セーフティネットの壁
制度的排除：受給対象ではない
実質的排除：情報が届かない、日本語での

申請 etc.

国籍と国境の壁
上陸拒否により再入国できない
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コロナ禍の取組み

ロビイング・担当省庁との交渉や要請
 出入国・在留資格制度

https://migrants.jp/news/office/2020061
1.html

 医療・福祉・社会保障制度
https://migrants.jp/news/office/2020042
0_1.html

 収容問題
https://migrants.jp/news/voice/20200420
.html

 特別定額給付金
https://migrants.jp/news/voice/20200417
.html

 学生支援特別給付金
https://migrants.jp/news/office/2020060
9.html

コロナ禍の取組み

コロナ関連の支援制度の情報発信

 新型コロナウイルス困った時のQ&A 
https://migrants.jp/forum/20200527.html

 特別定額給付金について
https://migrants.jp/news/office/2020060
5.html
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新型コロナ
「移民・難民
緊急支援基金」

「公助」から排除される人々の生活
と生命をまもる「共助」の実践

 基金による支援
「特別定額給付金」の対象外者等、生活困窮者に
対して１人３万円の経済支援を実施。

 基金の成果
寄 付：34,654,564円（983人・57団体）

助成金：15,140,000円（7団体）

合 計：49,794,564円

支援した人：1,645人

ここにいる、私とあなたの隣りにいる人を
排除しない社会で私たちは暮らしたい
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